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2020年3月期 (第202期) 第2四半期決算について 

    

2019 年 10 月 29 日 

大 阪 ガ ス 株 式 会 社 

1.経 営 成 績 (2019年4月1日～2019年9月30日) 

 

(1)決算の概要 

当第 2四半期の売上高は、ガス事業で原料費調整制度に基づき販売単価が高めに推移したこと

などにより、前年同期に比べて増収となりました。経常利益は、ガス事業での原料価格の変動が

販売単価に反映されるまでのタイムラグによる増益影響(*)やガス事業費用の減少などにより、

増益となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、増益となりました。 

 
(*)原料価格の変動が原料費調整制度に基づく販売単価に反映されるまでには一定の時間差があるため、一時的な増 

減益要因となります。当第 2四半期は増益要因、前年同期は減益要因となっております。 

 [単位：億円] 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する四半期純利益
（注） 

連  結 
6,529 (＋ 7.5%) 

[6,074] 
443 (＋ 101.9%) 

[219] 
498 (＋ 118.2%) 

[228] 
334 (＋ 147.7%) 

[135] 

個  別 
5,151 (＋ 6.1%) 

[4,856] 
261 (＋3925.9%) 

[6] 
350 (＋294.4%) 

[88] 
271 (＋274.8%) 

[72] 

（注）個別財務諸表では「四半期純利益」  [ ]内は前年同期実績、( )内は対前年同期増減率 

 

(2)セグメント別概況 

   「国内エネルギー・ガス」のセグメント利益は、原料価格の変動が販売単価に反映されるまで

のタイムラグによる影響やガス事業費用の減少などにより、増益となりました。「国内エネルギ

ー・電力」のセグメント利益は、小売での販売量は増加したものの、料金値下げや営業経費の増

加、夏場の低気温、発電所の計画外停止などにより、減益となりました。「海外エネルギー」の

セグメント利益は、フリーポートプロジェクト関連費用の影響などにより、減益となりました。

「ライフ＆ビジネス ソリューション」のセグメント利益は、材料ソリューション事業の販売増

や情報ソリューション事業における案件増などにより、増益となりました。 

[単位：億円] 

 売上高 セグメント損益（注） 

国内エネルギー・ガス 
4,624 (＋ 6.4%) 

[4,345] 

289 (＋946.5%) 

[27] 

国内エネルギー・電力 
994 (＋ 8.3%) 

[918] 

49 (△ 26.0%) 

[66] 

海外エネルギー 
254 (＋ 39.7%) 

[182] 

40 (△ 17.5%) 

[48] 

ライフ＆ビジネス ソリューション
1,051 (＋ 5.8%) 

[994] 

90 (＋ 14.6%) 

[78] 

（注）セグメント損益：営業損益＋持分法投資損益  [ ]内は前年同期実績、 ( )内は対前年同期増減率 
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(3)個別ガス販売実績 

大阪ガス個別のガス販売実績[45MJ/m3] は前年同期を下回りました。家庭用のガス販売量は、

他社へのスイッチング影響などがありましたが、気水温が低く推移し給湯・暖房需要が増加した

ことなどにより、前年並みとなりました。業務用等のガス販売量は、他社へのスイッチング影響

やお客さま先での設備稼働減などにより、前年同期を下回りました。 

 

 

 

 

 

(4)国内電力販売実績 

    国内の電力販売量は、小売での販売量の増加により、前年同期を上回りました。 

 

 

 

 

 

2.当期 (2020年3月期) の業績予想 

国内電力事業における発電所の計画外停止や夏場の低気温などの最近の業績動向を踏まえた 

結果、2020年3月期の業績予想に変動が生じることになったため、連結及び個別の業績予想を修正

します。  

 

【今回業績予想】                                                ［単位：億円］ 

 連 結 個 別 

売 上 高 14,120 (＋ 2.9%) 11,240 (＋ 1.8%) 

営 業 利 益 850 (＋25.0%) 470 (＋68.2%) 

経 常 利 益  810 (＋28.4%)  565 (＋39.3%) 

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 

当 期 純 利 益 ( 注 ) 
 550 (＋63.7%)  430 (＋71.0%) 

  (注)個別財務諸表では「当期純利益」   （ ）内は対前期増減率 

（参考）今回業績予想における原油価格・為替レートの前提 

 

【前回業績予想（2019年4月24日公表）】                                    ［単位：億円］ 

 連 結 個 別 

売 上 高 14,260 (＋ 3.9%) 11,380 (＋ 3.0%) 

営 業 利 益 910 (＋33.9%) 530 (＋89.6%) 

経 常 利 益  810 (＋28.4%)  565 (＋39.3%) 

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 

当 期 純 利 益 ( 注 ) 
 550 (＋63.7%)  430 (＋71.0%) 

  (注)個別財務諸表では「当期純利益」   （ ）内は対前期増減率 

 以  上 

ガ ス 販 売 量 （ 百 万 m 3 ） 3,504 (△  6.2%)  

 

 

家  庭  用 682 (△  0.4%) 

業 務 用  等 2,821 (△  7.5%) 

ガ ス 供 給 件 数 （ 千 件 ） 5,332 (△  6.7%) 

電 力 販 売 量 （ 百 万 k W h ） 6,349 (＋  7.8%)   

 

 

小     売  2,095 (＋ 33.7%)  

卸         等 4,255 (△  1.5%)   

低圧電気供給件数（千件） 1,160 (＋ 50.6%)   

  上期実績（１Ｑ・２Ｑ） 下期予想（３Ｑ・４Ｑ） 年間平均 

原油価格（全日本ＣＩＦ価格） ドル/バレル 68.9 65.0 67.0 

為替レート（ＴＴＭ） 円/ドル 108.6 110.0 109.3 

( )内は対前年同期増減率 

( )内は対前年同期増減率 


